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渡邉 雅子 教授（名古屋大学大学院教育発達科学研究科） 

 

 

■略歴 

1998 年 5 月  米国コロンビア大学大学院 社会学部 博士課程修了 

最終学位：Ph. D. (博士/社会学) 

1998 年 6 月  東京大学社会科学研究所 研究支援推進員 

1998 年 10 月  国際日本文化研究センター助教授 

2007 年 5 月  名古屋大学大学院教育発達科学研究科准教授 

2012 年 1 月  名古屋大学大学院教育発達科学研究科教授（現在に至る） 

日本学術会議連携会員、中央教育審議会専門委員、日本教育学会理事、 

日本教育社会学会推薦理事・代議員を務める（2026 年 3 月現在）。 

『論理的思考とは何か』（岩波新書 2024 年刊行）に第 34 回山本七平賞 

が授与される（2025 年 9 月）。 

 

 

■主要著作 

『共感の論理――日本から始まる教育革命』（岩波新書、2025） 

『論理的思考とは何か』（岩波新書、2024） 

『論理的思考の文化的基盤――4 つの思考表現スタイル』（岩波書店、2023） 

『論理的思考の社会的構築――フランスの思考表現スタイルと言葉の教育』（岩波書店、2021） 

『納得の構造――日米初等教育における思考表現のスタイル』（東洋館出版社、2004 年） 

［文庫版『納得の構造──思考表現スタイルの日米比較』（岩波現代文庫、2025） 

［ペルシャ語への翻訳出版改訂版：Watanabe, Masako Ema. 2022. Writing for Living. 

Translated by Rezaei Alireza. Tehran: Nashr-e Ney.］ 

『叙述のスタイルと歴史教育――教授法と教科書の国際比較』［編著］（三元社、2003 年） 

 

 


